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衣・食の色彩嗜好。禰査(第I報）泉実の色彩と味との）戴係
秉京家政学院短大　oす久井亜紀夫今井殊生　川勉真理枝
　　　　　　　　　鈴木芙智子

　目的　食品のぺー'■I f ,いカラーは種々aり色素類によ').特庸^i-色彩と■する。人工着

色や夭界色素固有の色彩などギ差び竹･ある八味，臭，千仁触覚. 布と共に食品’の叉味

いt訴える刺■:1c の一つである。新鮮4食品の色彩は4好と劇係が派く. 屎料の-□5 £知

%品貫の評価平系■X-あ'l . 食品色鑑則す徊§裸ともなる。そこでヽ本飯ヽま色彩豊かな果実と

用い，衣のイメージt の相互肉係から, 色彩と練尤の皮係，色4りヽら連想する栗実。ツf X

－>" ･プvZフ-f ーIﾚなtとしらべ. 消吏名心

　方法被験右は東京家政学叱痙武生2吋メz （食物禾Sb輿，家政禾//f 戈b）年齢･'^～沙栽

調査試料Jにの標準心累i6種if 想する果実と冽一種用い，貫）さl紙汰で･,吻1 ）そ代ぞれの

色彩からま想寸る果実2~3種，向2 ）次の色おや■?どんな味色連想オるか。向3 ）次のあ

お£果実ic おきy;-^えre場合. 形水詞zo項目に3段階で･拝定。jis　Ｚ　8/23, 8|02, 8711

に従って. 調査l i'?80年S 月8日, 口⌒,12時.晴天に実施ｔ ｔ。

　靴果　せ吐・依いイメージ・力うー'i挑(自薦），赤（イチゴ≒スターベング）. 肌も

で≒載け毛ンりこナナ）･ %.（ブう,ヽ,クベりー），莱（ク･トｙ一毛ン＼^'）.黄に，(長

十郡）ぽ弱いが，穀練でa逆に貳. 撥£（湿分臨ずん）か嫁く,赤. 挑ヽま弱く硲っている。
　次に黒丿

ない，(　内は色彩やら追想する最も多い果臭でヽある。これらのことより果東・威のイメ

ージ｀ヽよまにせ味，破味によ%ものと考えられ，果史国浦の色彩の湘係にヽlて，各尺度南

のイＸ一丿'ブロフｲ- 1いまそれぞれ有巻東が莱めら軋た，
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　　　　東京衣政客胞熾火　○今ヰ弥生　津スヰま紀夫　高野美栄　片井やよユ

　目的被服のﾉぐーヽﾉわﾚ、カラーは個性によ'J.人c^ Jrざまである。清潔.^. 上品､さ略

どの性格特性と. ilラー、イメージにおきかえて但己頭示包したり、若々しさ、甘さとえ

懇する£彩のﾄﾞ｀Iスと羞て, やすらぎと亮じる。蕃らしの申で・色わま、いまや物の4姓

、ヽ心｀との相血肉係色成'J 立re 也る色彩心理が出発爽である。そ(T)ことき前提に第＼ 製ヽよ果

煮の£お^" らま習する威覚、すなわちせ、酸、遥、苦、乱考の）剣係としらべた。本飯は

蔵版の色彩崎好t視覚的、味覚的ｲ> - ジ両面々｀ら鋼査い消費巻特性芭究明する。

　方法　第1散と同様、蔵験哺り姑戈t.質困紙法、試料Jは標準色郵6裡、£彩槻臭Jば

Z 812､3. 色彩表示､川∫　ｚ　81）2，8T2I. 調査1980 寄ぢ月8 a　U ～12時晴夭火施。

　向い好き埓色彩い句2 ）ぐーヽノハいカラ- - ）剤3）好き≫■<*:＆おのpレスI 色ずつ暮

出, 一っづヽIて形淮詞忽磯目（衣＼O. 食＼o）と3 隆階で評之c^ t、その評莫平均々ヽSイメー

ジ・ブロフ４一仁主成分分杵まで因子荷負量、個人値t *;め位置肉係に解釈芭叔えた。

　結果　イメージ・■7° ロフ･i - いま向ト3 共に好きな、清潔硲-明% いがよ位で. 渋い、

毒々しい、にがいは下位である。相】刻肉係は「孵鮮なとさっぼ’')しre 」「’渋いとにがい」

が強し｀。因子負荷量Ｊ

まい、第3 凶子■ >秀潔'-<:ヽ高級尽、第秀司子　寸っ'i' い嫁どである。-fi人値色彩との照ふ

にっいてもヽ水もの位置によ､ゐな、清潔な。赤、桃もヽまうit 八可吏らしい。黒、及色､よ

渋巾にｆ､､ヽが対応し、1 根の色彩ど味との測休と一致v re。いわゆる衣いごレス) と食

　（釆央心ｸ色彩3|好a視覚的、味fj的イメージI孝因ポ表現満果に人きな役割色釆している。


